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■学園の現況 

 

（1）学校名及び設置者 

 

    学校名 ： 学校法人トラベルジャーナル学園 ホスピタリティ ツーリズム専門学校 

    設置者 ： 森谷 博 

    校 長 ： 内薗 幸一 

 

（2）所在地及び認可年月日 

 

    所在地      ： 東京都中野区東中野 3丁目 18番 11号 

    設立日      ： 昭和 48年 10月 1日 

学校法人認可日  ： 昭和 55年 3月 10日 

専修学校認可日  ： 昭和 55年 3月 10日 

 

（3）沿革と特色 

 

 学校法人トラベルジャーナル学園が運営するホスピタリティ ツーリズム専門学校は、海外旅行の

自由化と東京オリンピック開催（1964年）に伴い、旅行業界の「即戦力として活躍できる人材」の育

成要望に応え、1973年 3月に創立した。設立時は旅行業界への人材を育成する教育機関であったが、

その後、ホテル、テーマパーク、エアライン、空港ならびに航空貨物、鉄道業界の人材育成を行う学

科を開講する一方、夜間部も開講し、ホスピタリティならびにツーリズム産業全般の人材育成を行う

総合専門学校へと成長した。こうした学校の変容に対し、校舎移転、校名変更を行い、2023年に創立

50年を迎え、学園全体で卒業生約 47,000名（2022年 3月卒業生含む）を数える学校となった。 
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■学園理念 

 

 本学は、基本理念を「ホスピタリティ」に置き、グローバルな教育サービス事業の展開を通じて、

地球社会の平和と繁栄に寄与します。 

 

 

■教育理念 

 

 グローバルな視点を持ち、職場現場でホスピタリティを実践し、人と社会に貢献できる人財を育成

します。 

 

 

■学校の教育方針・目標 

 

私たちは、観光・サービス業界で求められるプロフェッショナルを育成するため、4 つの教育を行

います。 

 

1. 相手の立場に立って考え、行動できるホスピタリティ教育 

2. 職業現場で活躍できる職業実務実践教育 

3. 生涯にわたって、教養を高め、自己啓発ができる動機づけ教育 

4. 地域社会、国際社会で役割を果たせるグローバルな教育 

 

 

ホスピタリティとは、「おもてなし」や「心くばり」、「思いやり」を意味し、本学ではホスピタリテ

ィを「相手の立場に立って考え行動する」と定義づけ、すべての教育行為の根幹としている。このホ

スピタリティの実現のためには、学生だけではなく、それを教育する教職員にもホスピタリティ能力

の習得を求めており、学生及び教職員全体での取り組みにより、ホスピタリティマインドの習得を目

指している。 
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基準 1 教育理念 目標 

（1）評価項目 

 評価項目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 2 

02 学校における職業教育の特色があるか 3 

03 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3 

04 
学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者

等に周知されているか 
3 

05 
各学科の教育目標、育成人材像は、学科などに対応する業界のニーズ

に向けて方向づけられているか 
2 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

本学は、教育理念、教育目的、教育目標等は明確なビジョンを定め、常に変化する社会経済のニーズ

を反映し、広くビジネス社会で必要とされる能力（共通科目）と対象業界で必要とされる能力（専門

科目）をカリキュラム導入し教育を展開している。今後、世界各国から様々な方が多数訪日されるこ

とを想定し、業界英会話や手話など接客能力向上のための科目を導入強化し「02」を評価 3 とした。

また「03」に関しては、変化に対応するために国内留学や長期・短期留学の学内プロジェクトにおい

て検討するなど、業界ニーズの獲得を行っており、評価 3とした。学生へのボランティア活動を促進

するため、教職員によるボランティア教育促進プロジェクトを発足、2019年度から、パラスポーツの

講演会・体験会(日本ブラインドサッカー協会、公益財団法人日本財団パラスポーツサポートセンター

の協力)を実施している。「04」に関して評価を 3とした。保護者通信発行（年 2回）、保護者向け就職

説明会（1年次）、保護者向け留学説明会を実施し、情報提供と連携を密にしている。保護者通信では、

学校行事や学校生活の紹介、就職活動状況、主要資格検定結果報告、各学科別に活動状況を報告して

いる。また、就職説明会では、各科毎に今後の活動スケジュールや、業界特性を説明、進路決定まで

の協調をお願いしている。 

 

 

基準 2 学校運営 

（1）評価項目 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 目的等に沿った運営方針が策定されているか 2 

02 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 2 

03 
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有

効に機能しているか 
2 

04 人事・給与に関する規定等は整備されているか 2 

05 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 2 

06 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 2 

07 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 2 

08 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

本学においては、年度毎に学園理念に基づいた事業計画を部門単位で策定し、理事会において実施状
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況の精査が行われている。また意思決定の流れや人事給与規定、個人情報保護、研修に関しては、す

べて就業規則、規定集、内規、学園内通達等において規定され、組織的に取り組んでいる。 

「08」は基幹システムにより、入学から卒業までの学籍を一元管理している他、学園全体の情報共

有を目的としたグループウェアと、担任と学生が相互に活用できるコミュニケーションツール(Web

ポータル)及び授業支援アプリ（Microsoft Teams、ロイロノート・スクール）を導入し、情報の一斉

配信や限定した対象者への情報発信が可能となり、効率化が図れたため評価 3とした。 

 

 

基準 3 教育活動 

（1）評価項目 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 2 

02 
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対

応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
2 

03 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 2 

04 
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育

方法の工夫・開発などが実施されているか 
3 

05 
関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュ

ラムの作成・見直し等が行われているか 
3 

06 
関連分野における実践的な職業教育（産学接続によるインターンシッ

プ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 
3 

07 授業評価の実施・評価体制はあるか 2 

08 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 3 

09 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 2 

10 
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ

けはあるか 
2 

11 
人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 
2 

12 
関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含

む）を確保するなどマネジメントが行われているか 
3 

13 
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員

の指導力育成など資質向上のための取り組みが行われているか 
2 

14 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

本学の編成するカリキュラムに関しては、学園の教育理念と社会経済の変化を考慮し、ホスピタリテ

ィをベースに社会人として必須の能力を「共通科目」、対象業界で必要としている専門の能力を「専門

科目」と位置付け、各科目の学習目標や評価方法、取得目標資格をシラバスに明記し全学生に履修さ

せている。カリキュラムの編成は、各業界出身者または業界企業からの出向者が行っている。「04」に

ついて今後の業界における IT 及び AI 活用の必然性から、2021 年度より全科へのタブレット端末導

入し、テキスト等教材のデジタル化、授業支援アプリを活用し教材の配布や質疑応答をタブレット活
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用する工夫をおこなっており、評価を 3とした。 

「05」に関しては評価を 3 とした。2014 年度から職業実践専門課程教育編成委員会を組織し、業界

で求められる人材教育について企業様と意見交換を実施し、カリキュラムの作成、見直しを行ってい

る。「06」は評価を 3とした。各科が単位化し実践的に実施している職業教育は下表の通りである。 

科 実践的職業教育（産学連携インターン、実技・実習等） 

観光科 企業実習（1年次夏期・冬期：宿泊施設、輸送機関、観光案内 10社

にて案内スタッフ業務を実習） 

ホテル科 企業実習（1年次夏期・冬期：ホテル 27社において、宿泊及び料飲

業務を実習） 

テーマパーク科 企業実習（1年次夏期：テーマパーク 11社において、案内・販売ス

タッフとして実習） 

総合英語科 企業実習（1年次夏期：英語を必要とする観光業界において実習） 

エアライン科 企業実習（1 年次夏期：航空会社 5 社においてグランドスタッフ、

機内清掃、機内ケータリングの実習、航空会社 2社において週 1回

グランドハンドリング業務の実習） 

鉄道科 企業実習（1年次通年：鉄道会社 11社において駅務を実習） 

 

「08」は評価を 3とした。各科が外部関係者から評価を取り入れ実施している職業教育は下表の通り

である。 

科 外部評価を取り入れている職業教育 

観光科 国内旅程管理主任者研修（TEX）、リアルツアー企画演習（中野区・

常陸太田市・農協観光）、公開授業（Seedコンクール 地方自治体 5

団体） 

ホテル科 ホテルワークセッション（株式会社帝国ホテル・コンラッド東京・

GHS箱根株式会社・HOTEL THE MITSUI KYOTOなど 8社参加）  

公開授業（株式会社パレスホテル・パークタワーホテル株式会社・

株式会社 京王プラザホテルなど 15社参加） 

テーマパーク科 イベント企画演習（東京ドーム）、接客スキルコンテスト（株式会社

よみうりランド、株式会社東京ドーム、CAセガジョイポリス株式会

社など 14社参加） 

総合英語科 英語スピーチコンテスト（パークタワーホテル株式会社、株式会社

MSC CRUISE JAPAN ） 

エアライン科 スキルコンテスト、ＣＳＲ提案（全日本空輸、日本航空など 9社） 

国際空港貨物取扱士研修（ＪＡＬカーゴサービス） 

鉄道科 鉄道安全体験研修（ＪＲ東日本総合研修センター）、運転シミュレー

ター研修（鉄道博物館）、車掌業務体験研修（関東鉄道）、鉄道街づく

り研修(山万)、鉄道車両研修(東急テクノシステム) 

 

「12」の評価を 3とした。2019年度より、エアライン科で 3社、2022年度よりホテルで 1社の業界

企業と出向者契約を結び、現役で業務を行っている社員を講師として受け入れ、授業及び担任業務、

就職指導まで担当させている。授業満足度の向上のみならず、産学連携強化による就職強化が図れて

いる。世間に認知のある企業との繋がりを対外的に見せることにより募集強化にも繋がっている。 
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基準 4 学修成果 

 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 就職率の向上が図られているか 3 

02 資格取得率の向上が図られているか 2 

03 退学率の低減が図られているか 3 

04 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 2 

05 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用

されているか 
2 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

就職指導については、各業界を担当に持つ専任スタッフが業務として行い、採用ならびに求人情報の

獲得、学内説明会の誘致、学生への個別指導などを行っている。2021年度の就職希望者に対する就職

決定率は 97％、卒業生数に対する就職決定率は 87％と高水準を維持しているため、「01」の評価を 3

とした。 

資格検定については、「共通科目」の中で全学生が取得目標とするものと、各科で取得目標とするもの

に分け、さらに英語に関してはレベル別授業を展開し、資格取得を奨励している。 

「03」退学率低減の理由として、従来のクラス担任による年間 2 回の面談に加え、2013 年度より教

職員にカウンセリング講座の受講を進め、全教職員がカウンセリング資格を取得し様々な問題を抱え

た学生に対応できる体制（バディティーチャー）を目指している。 

「04」「05」卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価の把握について、評価を 2とした。2016年か

ら毎年科別に同窓会を企画実施することとし、2016年 11月に観光科（旅行科）、2017年 11月エア

ライン科、2018年 11月ホテル科の同窓会を実施。卒業生の早期離職を防止するため、在校中から

卒業後最低 1年間は定期的に連絡を取り合い、問題の早期発見に努め、卒業生の社会人としての自

立を促している。 

 

 

基準 5 学生支援 

（1）項目評価 

 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3 

02 学生相談に関する体制は整備されているか 3 

03 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 2 

04 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 2 

05 課外活動に対する支援体制は整備されているか 2 

06 学生の生活環境への支援は行われているか 2 
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07 保護者と適切に連携しているか 3 

08 卒業生への支援体制はあるか 2 

09 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 2 

10 
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア・職業教育の取組が行

われているか 
2 

 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

学生の学校生活を支援する体制は、就職担当、クラス担任、バディチーチャー、学生課が中心となっ

ており、相談室、保健室などの施設を有している。 

「01」に関しては、各業界を担当に持つ専任スタッフが業務として行い、求人情報の獲得、学内説明

会の誘致、学生への個別指導などを行っているため評価 3とした。 

「02」は教職員のカウンセリング講座の受講と全教職員のカウンセリング資格取得を目指しており、

様々な問題を抱えた学生に対応できる体制を構築しつつあるため、評価 3とした。 

学生の経済的および生活環境への支援に関しては学生課が中心となって、学費の納入や研修先企業の

紹介など経済的および生活支援などの相談に応じている。 

保護者に対しては、学生の成績表を送付し学習状況の報告（年 2回）を実施している。また、通信

アプリ(さくら連絡網)にて、情報提供と連携を密にしている。事故発生時の対応について内規化し、

学生に問題が発生した場合の教職員の早期対応を行っている。卒業生に対しては、就業斡旋の他、同

窓会組織の設立と同窓会実施、卒業生向け機関紙を発行し、卒業後の交流も盛んである。 

 

 

基準 6 教育環境 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されてい

るか 
3 

02 
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教

育体制を整備しているか 
3 

03 防災に対する体制は整備されているか 2 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

ホスピタリティ産業に特化した専門学校として、観光科、ホテル科、テーマパーク科、総合英語科、

エアライン科（グランドスタッフコース・キャビンアテンダントコース・エアポートオペレーション

コース）、鉄道科の 6科を有しており、学内に演習または実技の施設を有しており、「01」は評価 3

とした。 

・観光科 ：カウンター実習室 

・ホテル科 ：レストラン実習室×2 フロント実習室及び客室 

・テーマパーク科 ：テーマパーク実習室×2 

・エアライン科 ：モックアップ及びチェックインカウンター実習室 

・鉄道科 ：鉄道運転シミュレーター室 
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・総合英語科 ：語学実習室 

・その他 ：PC教室×2、サービス介助実習室、図書室、学生ラウンジ及び自習室 

また、企業実習・課外活動・成果発表・研修旅行（海外）をカリキュラム編成するとともに、外国人

留学生に加え海外就業を希望する学生に対応するため、就職課とは別に部署を設け、就職担当とは別

の担当を設け就業先の拡大を海外にまで広げており、評価 3とした。 

東日本大震災の教訓から、防災マニュアルを見直し策定し、一方、教職員や学生、近隣住民に対し、

備蓄品を確保し備えている。また、中野区消防署に依頼し避難訓練を全学生対象に実施し、防災教育

を施している。 

 

 

基準 7 学生の受入れ募集 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 学生募集活動は、適正に行われているか 3 

02 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 2 

03 学納金は妥当なものとなっているか 2 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

「01」及び「02」については、募集開始時期やパンフレットの記載内容等、関係機関との申し合わ

せに基づき、適正に行われている。教育成果に関しても、事実や実績に基づいた正確な情報をホーム

ページや追加送付物等で適宜発信している。 

「03」は本校の教育内容を鑑みて、妥当なものと判断する。 

 

 

基準 8 財務 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3 

02 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 2 

03 財務について会計監査が適正に行われているか 2 

04 財務情報公開の体制整備はできているか 2 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

「01」については、無借金による学校運営を実現しており、中長期的にも盤石な体制となっている。 

「02」は部門毎・月次毎の予算・実績精査が役員会において毎月なされており、有効かつ妥当なも

のとなっている。 

「03」は監査法人の公認会計士による監査を実施している。 

「04」は 2013年度分より毎年更新している。 
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基準 9 法令等の遵守 

 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 3 

02 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 2 

03 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 2 

04 自己評価結果を公開しているか 2 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

法令の遵守と適正な運営をおこなっているが、2018年度より新たに教職員の倫理規程、2022年度に

はハラスメントの防止策に関する規程を定め、人権（ハラスメントなど）や情報漏洩（SNSなど）に

教育者として守るべき規範を定めた。 

個人情報に関しては、就業規則で規定している他、ICカードによる PCセキュリティを導入してい

ることと、学生と教職員のネットワークを分けており、不正アクセスと情報の漏えいを防いでいる。

自己評価に関しては、毎年実施している。 

 

 

基準 10 社会貢献・地域貢献 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っている

か 
2 

02 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 2 

03 地域社会との連携、協力体制をとっているか 2 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

当項目については、非常時に備え、備蓄品を保有し施設として提供の用意がある。結果、総合的評価

として適切であると考えている。2015年度よりボランティアサークルを発足させ、ボランティア活

動への学生参加を促進した。近隣清掃、神奈川県湘南地区ビーチクリーン活動、東京マラソン運営サ

ポート、熊本地震復興支援（熊本県阿蘇地区内牧温泉）、学生と近隣のごみ拾いや未使用の筆記用具

の回収およびフィリピン孤児院への寄付を行っている。 

 

 

基準 11 国際交流 

 

（1）項目評価 

 評 価 項 目 
優れている…3 

適切…2  不適切…1 

01 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか 3 

02 留学生の受入れ・派遣、在籍管理などにおいて適切な手続き等がとら 3 
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れているか 

03 
留学生の学習・生活指導等について学内に適切な体制が整備されてい

るか 
3 

 

（2）評価項目に対する現状と課題、改善策など 

本校は入学前から一貫した体制をとっており、外国人留学生の受け入れは、募集・教育・事務部門の

それぞれで留学生の担当者を置き、募集に関しては日本語学校との連携により、入学後はクラス担任

により学習や生活の指導、各業界を担当に持つ専任スタッフが就職進路指導を行っている。また、学

生課では入国管理局との事務折衝を実施している。日本人学生の海外派遣に関しては留学を制度化し

ており、アメリカ（シアトル）、台湾に現地法人を設置し、毎年留学者を多数派遣しているため、評

価 3とした。 

 

以上 


